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(57)【要約】
【課題】眼科手術を補助するための情報を適切にユーザ
に提示することが可能な眼科情報処理装置、眼科情報処
理プログラム、および眼科情報処理システムを提供する
。
【解決手段】眼科情報処理装置の制御部は、眼科用手術
顕微鏡によって撮影された患者眼の顕微鏡画像８０Ａを
取得する。制御部は、ユーザによる患者眼の手術を補助
するための、患者眼の画像を含む画像である補助画像９
０Ａを取得する。制御部は、表示手段の表示領域７０に
形成される顕微鏡画像ウィンドウ８１Ａに顕微鏡画像８
０Ａを表示させると共に、顕微鏡画像ウィンドウ８１Ａ
とは異なる表示領域７０内のウィンドウである補助画像
ウィンドウ９１Ａに、補助画像９０Ａを表示させる。
【選択図】図２



(2) JP 2018-51208 A 2018.4.5

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　眼科用手術顕微鏡によって撮影された患者眼の顕微鏡画像を取得する顕微鏡画像取得手
段と、
　ユーザによる前記患者眼の手術を補助するための、前記患者眼の画像を含む画像である
補助画像を取得する補助画像取得手段と、
　表示手段の表示領域に形成されるウィンドウである顕微鏡画像ウィンドウに前記顕微鏡
画像を表示させると共に、前記顕微鏡画像ウィンドウとは異なる前記表示領域内のウィン
ドウである補助画像ウィンドウに前記補助画像を表示させる表示制御手段と、
　を備えたことを特徴とする眼科情報処理装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の眼科情報処理装置であって、
　前記顕微鏡画像および前記補助画像の各々は、前記患者眼の前眼部の画像を含むことを
特徴とする眼科情報処理装置。
【請求項３】
　請求項２に記載の眼科情報処理装置であって、
　前記補助画像は、眼科用測定装置によって測定された結果に基づいて生成される、前記
患者眼の乱視軸の方向を示すグラフィックを含むことを特徴とする眼科情報処理装置。
【請求項４】
　請求項１に記載の眼科情報処理装置であって、
　前記顕微鏡画像は、前記患者眼の眼底の表面の画像および前眼部の画像の少なくともい
ずれかを含み、
　前記補助画像は、前記患者眼の眼底の表面の画像、二次元断層画像、および三次元断層
画像の少なくともいずれかを含むことを特徴とする眼科情報処理装置。
【請求項５】
　請求項１から４のいずれかに記載の眼科情報処理装置であって、
　前記表示制御手段は、前記補助画像の方向および倍率の少なくともいずれかを、前記顕
微鏡画像に応じて変化させることを特徴とする眼科情報処理装置。
【請求項６】
　請求項４に記載の眼科情報処理装置であって、
　前記補助画像は、前記患者眼の眼底の二次元断層画像を含み、
　前記表示制御手段は、前記顕微鏡画像の方向に応じて、前記補助画像を反転させて表示
させることを特徴とする眼科情報処理装置。
【請求項７】
　請求項１から６のいずれかに記載の眼科情報処理装置であって、
　前記補助画像取得手段は、手術前に行われた前記患者眼の測定および撮影の少なくとも
いずれかに基づく前記補助画像である手術前補助画像と、手術中に行われた前記患者眼の
測定および撮影の少なくともいずれかに基づく前記補助画像である手術中補助画像とを取
得し、
　前記表示制御手段は、前記手術前補助画像および前記手術中補助画像を前記表示手段に
表示させることを特徴とする眼科情報処理装置。
【請求項８】
　請求項７に記載の眼科情報処理装置であって、
　前記手術中補助画像は、手術によって水晶体が除去された状態、且つ眼内レンズが挿入
される前の状態の前記患者眼の測定および撮影の少なくともいずれかに基づく前記補助画
像、および、手術によって眼内レンズが挿入された前記患者眼の測定および撮影の少なく
ともいずれかに基づく前記補助画像であることを特徴とする眼科情報処理装置。
【請求項９】
　請求項１から８のいずれかに記載の眼科情報処理装置であって、
　前記補助画像取得手段は、前記眼科用手術顕微鏡の観察光束の光路上に挿脱可能に配置
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される眼科用測定装置によって手術中に行われる、前記患者眼の測定および撮影の少なく
ともいずれかに基づく前記補助画像である手術中補助画像を取得し、
　前記表示制御手段は、前記顕微鏡画像と、前記補助画像取得手段によって取得された手
術中補助画像とを切り替えて表示させることが可能であることを特徴とする眼科情報処理
装置。
【請求項１０】
　請求項９に記載の眼科情報処理装置であって、
　前記眼科用手術顕微鏡の観察光束の光路上に前記眼科用測定装置が配置されたことを検
知する検知手段をさらに備え、
　前記表示制御手段は、前記眼科用手術顕微鏡の観察光束の光路上に前記眼科用測定装置
が配置されたことを検知した場合に、前記顕微鏡画像を前記手術中補助画像に切り替える
ことを特徴とする眼科情報処理装置。
【請求項１１】
　眼科情報処理装置のプロセッサによって実行されることで、
　眼科用手術顕微鏡によって撮影された患者眼の顕微鏡画像を取得する顕微鏡画像取得ス
テップと、
　ユーザによる前記患者眼の手術を補助するための、前記患者眼の画像を含む画像である
補助画像を取得する補助画像取得ステップと、
　表示手段の表示領域に形成されるウィンドウである顕微鏡画像ウィンドウに前記顕微鏡
画像を表示させると共に、前記顕微鏡画像ウィンドウとは異なる前記表示領域内のウィン
ドウである補助画像ウィンドウに前記補助画像を表示させる表示制御ステップと、
　を前記眼科情報処理装置に実行させることを特徴とする眼科情報処理プログラム。
【請求項１２】
　患者眼の顕微鏡画像を撮影する眼科用手術顕微鏡と、
　ユーザによる前記患者眼の手術を補助するための、前記患者眼の画像を含む補助画像に
用いられる情報を、前記患者眼の測定および撮影の少なくともいずれかを行うことで取得
する眼科用測定装置と、
　表示手段の表示領域に形成されるウィンドウである顕微鏡画像ウィンドウに前記顕微鏡
画像を表示させると共に、前記顕微鏡画像ウィンドウとは異なる前記表示領域内のウィン
ドウである補助画像ウィンドウに前記補助画像を表示させる眼科情報処理装置と、
　を備えたことを特徴とする眼科情報処理システム。

 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本開示は、眼科用手術顕微鏡によって撮影された顕微鏡画像を含む眼科情報を処理する
眼科情報処理装置、眼科情報処理プログラム、および眼科情報処理システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　眼科手術において、手術を補助するための情報をユーザ（例えば、術者および補助者等
）に提示するための技術が知られている。例えば、特許文献１が開示する眼科用手術顕微
鏡は、眼の強主経線方向に対応する方向に延びる線状のガイドパターン、または眼内レン
ズの形状を模したガイドパターンを、顕微鏡部によって観察される観察像に重畳表示する
。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１２－１５２４６９号公報
【発明の概要】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　特許文献１に記載の方法では、顕微鏡画像にガイドパターンを重畳させる必要がある。
この場合、画像を重畳表示させるための複雑な機能が必要となる。従って、従来の技術で
は、眼科手術を補助するための情報を適切にユーザに提示することは困難であった。
【０００５】
　本開示の典型的な目的は、眼科手術を補助するための情報を適切にユーザに提示するこ
とが可能な眼科情報処理装置、眼科情報処理プログラム、および眼科情報処理システムを
提供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本開示における典型的な実施形態が提供する眼科情報処理装置は、眼科用手術顕微鏡に
よって撮影された患者眼の顕微鏡画像を取得する顕微鏡画像取得手段と、ユーザによる前
記患者眼の手術を補助するための、前記患者眼の画像を含む画像である補助画像を取得す
る補助画像取得手段と、表示手段の表示領域に形成されるウィンドウである顕微鏡画像ウ
ィンドウに前記顕微鏡画像を表示させると共に、前記顕微鏡画像ウィンドウとは異なる前
記表示領域内のウィンドウである補助画像ウィンドウに前記補助画像を表示させる表示制
御手段と、を備える。
【０００７】
　本開示における典型的な実施形態が提供する眼科情報処理プログラムは、眼科情報処理
装置のプロセッサによって実行されることで、眼科用手術顕微鏡によって撮影された患者
眼の顕微鏡画像を取得する顕微鏡画像取得ステップと、ユーザによる前記患者眼の手術を
補助するための、前記患者眼の画像を含む画像である補助画像を取得する補助画像取得ス
テップと、表示手段の表示領域に形成されるウィンドウである顕微鏡画像ウィンドウに前
記顕微鏡画像を表示させると共に、前記顕微鏡画像ウィンドウとは異なる前記表示領域内
のウィンドウである補助画像ウィンドウに前記補助画像を表示させる表示制御ステップと
、を前記眼科情報処理装置に実行させる。
【０００８】
　本開示における典型的な実施形態が提供する眼科情報処理システムは、患者眼の顕微鏡
画像を撮影する眼科用手術顕微鏡と、ユーザによる前記患者眼の手術を補助するための、
前記患者眼の画像を含む補助画像に用いられる情報を、前記患者眼の測定および撮影の少
なくともいずれかを行うことで取得する眼科用測定装置と、表示手段の表示領域に形成さ
れるウィンドウである顕微鏡画像ウィンドウに前記顕微鏡画像を表示させると共に、前記
顕微鏡画像ウィンドウとは異なる前記表示領域内のウィンドウである補助画像ウィンドウ
に前記補助画像を表示させる眼科情報処理装置と、を備える。
【０００９】
　本開示に係る眼科情報処理装置、眼科情報処理プログラム、および眼科情報処理システ
ムによると、眼科手術を補助するための情報が適切にユーザに提示される。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】眼科情報処理システム１００の概略構成を示す図である。
【図２】顕微鏡画像８０Ａと手術前補助画像９０Ａの表示例を示す図である。
【図３】手術前補助画像９０Ａと手術中補助画像９０Ｂの表示例を示す図である。
【図４】顕微鏡画像８０Ａ、手術前補助画像９０Ａ、および手術中補助画像９０Ｂの表示
例を示す図である。
【図５】手術前補助画像９０Ａ、手術中補助画像９０Ｂ、および手術中補助画像９０Ｃの
表示例を示す図である。
【図６】眼底に関する顕微鏡画像８０Ｂおよび補助画像９０Ｄ，９０Ｅ，９０Ｆ，９０Ｇ
の表示例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
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【００１１】
＜概要＞
　本開示で例示する眼科情報処理装置の制御部は、眼科用手術顕微鏡によって撮影された
患者眼の顕微鏡画像を取得する。また、制御部は、ユーザによる患者眼の手術を補助する
ための、患者眼の画像を含む補助画像を取得する。制御部は、表示手段の表示領域に形成
されるウィンドウである顕微鏡画像ウィンドウに顕微鏡画像を表示させると共に、顕微鏡
画像ウィンドウとは異なる表示領域内の補助画像ウィンドウに補助画像を表示させる。こ
の場合、眼科情報処理装置は、画像を重畳表示させるための複雑な機能を備える必要が無
い。また、手術顕微鏡の接眼レンズに補助画像を投影させる技術も不要である。従って、
眼科手術を補助するための情報が、適切にユーザに提示される。表示手段に表示させる顕
微鏡画像および補助画像は、動画であってもよいし、静止画であってもよい。
【００１２】
　なお、種々のデバイスが眼科情報処理装置として機能できる。例えば、眼科用手術顕微
鏡が眼科情報処理装置として機能してもよい。この場合、眼科手術顕微鏡は、補助画像を
生成するための眼科用測定装置（例えば、波面センサ、患者眼の眼軸長を測定する眼軸長
測定装置、患者眼の屈折力を測定する眼屈折力測定装置、患者眼の角膜形状を測定する角
膜形状測定装置、患者眼の断層画像を取得するＯＣＴ装置、患者眼の眼底を撮影する眼底
カメラまたは共焦点走査型レーザー検眼鏡等の少なくともいずれか）を備えていてもよい
。また、眼科用手術顕微鏡の制御部は、眼科用手術顕微鏡とは別の眼科用測定装置から測
定結果または補助画像を入力することで、補助画像を取得してもよい。また、眼科用手術
顕微鏡に接続されたパーソナルコンピュータまたは眼科用測定装置が、眼科情報処理装置
として機能してもよい。
【００１３】
　顕微鏡画像および補助画像の各々は、患者眼の前眼部の画像を含んでいてもよい。この
場合、例えば、手術を補助するための情報を含む前眼部の補助画像と、リアルタイムで撮
影されている前眼部の顕微鏡画像が、ユーザによって容易に比較される。
【００１４】
　補助画像は、眼科用測定装置によって測定された結果に基づいて生成される、患者眼の
乱視軸の方向を示すグラフィック（以下、軸方向グラフィック）を含んでいてもよい。こ
の場合、ユーザは、補助画像に含まれる軸方向グラフィックを顕微鏡画像と比較しながら
手術を行うことで、乱視を矯正するためのトーリック眼内レンズ（トーリックＩＯＬ）を
適切な方向に設置することができる。
【００１５】
　なお、軸方向グラフィックの方向および位置の少なくともいずれかは、眼科用測定装置
によって測定された結果に基づいて、眼科情報処理装置等の制御部によって自動的に設定
されてもよい。また、ユーザが、測定結果に基づいて自ら軸方向グラフィックの方向およ
び位置の少なくともいずれかを設定してもよい。
【００１６】
　また、軸方向グラフィックとは異なる情報が、前眼部の補助画像に含まれていてもよい
。例えば、水晶体の前嚢切開を行う位置を案内するための円形のグラフィックが、前眼部
の補助画像に含まれていてもよい。また、角膜の切開位置を案内するためのグラフィック
が前眼部の補助画像に含まれていてもよい。患者眼に対してトーリックＩＯＬを挿入する
際の挿入方向を示すグラフィックが、前眼部の補助画像に含まれていてもよい。また、軸
方向グラフィック、またはトーリックＩＯＬを挿入する際の挿入方向を表示する際に、角
膜を切開することで生じる誘発乱視の影響を踏まえて、グラフィックの方向および位置の
少なくともいずれかが設定されていてもよい。また、眼科用測定装置によって測定された
値（例えば、球面度数、乱視度数、乱視軸角度、眼軸長等の少なくともいずれか）が、顕
微鏡画像と共に表示されてもよい。
【００１７】
　顕微鏡画像は、患者眼の眼底の表面の画像、および前眼部の画像の少なくともいずれか
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を含んでいてもよい。また、補助画像は、患者眼の眼底の表面の画像、二次元断層画像、
および三次元断層画像の少なくともいずれかを含んでいてもよい。この場合、手術を補助
するための眼底の補助画像と、リアルタイムで撮影されている顕微鏡画像が、ユーザによ
って容易に比較される。
【００１８】
　制御部は、補助画像の方向および倍率の少なくともいずれかを、顕微鏡画像に応じて変
化させてもよい。この場合、ユーザは、顕微鏡画像と補助画像をより適切に比較すること
ができる。ただし、制御部は、ユーザからの操作指示に応じて、補助画像の方向および倍
率の少なくともいずれかを変更してもよい。また、顕微鏡画像および補助画像の表示方法
を変更することも可能である。例えば、制御部は、顕微鏡画像に写っている患者眼の大き
さと、補助画像に写っている患者眼の大きさが異なるように、顕微鏡画像と補助画像を表
示手段に表示させてもよい。
【００１９】
　補助画像が眼底の二次元断層画像を含む場合、制御部は、顕微鏡画像の方向に応じて補
助画像を反転させて表示させてもよい。例えば、眼底の上側が表示手段の上側となるよう
に顕微鏡画像が表示されている場合と、眼底の上側が表示手段の下側となるように顕微鏡
画像が表示されている場合で、二次元断層画像の表示方向を調整する場合を考える。この
場合、二次元断層画像の表示方向を１８０度回転させるだけでは、二次元断層画像の上下
が逆になってしまい、ユーザに違和感を抱かせる可能性がある。制御部は、顕微鏡画像の
方向に応じて二次元断層画像を反転させることで、顕微鏡画像と補助画像（二次元断層画
像）をより適切にユーザに比較させることができる。
【００２０】
　制御部は、手術前補助画像と手術中補助画像を表示手段に表示させてもよい。手術前補
助画像とは、手術前に行われた患者眼の測定および撮影の少なくともいずれかに基づく補
助画像である。手術中補助画像とは、手術中に行われた患者眼の測定および撮影の少なく
ともいずれかに基づく補助画像である。この場合、ユーザは、手術前補助画像と手術中補
助画像の両方を確認することで、手術の経過または結果をより適切に確認することができ
る。
【００２１】
　なお、手術前補助画像と手術中補助画像の具体的な表示方法は適宜選択できる。例えば
、制御部は、１つの補助画像ウィンドウ内に、手術前補助画像と手術中補助画像を同時に
表示させてもよい。また、制御部は、表示領域内に複数の補助画像ウィンドウを形成し、
手術前補助画像と手術中補助画像の各々を別々の補助画像ウィンドウ内に同時に表示させ
てもよい。制御部は、手術前補助画像と手術中補助画像を切り替えて表示させてもよい。
　また、手術前補助画像と手術中補助画像の両方を表示させずに、一方のみを顕微鏡画像
と共に表示させることも可能である。
【００２２】
　手術中補助画像は、手術によって水晶体が除去された状態、且つ眼内レンズが挿入され
る前の状態の患者眼の測定および撮影の少なくともいずれかに基づく補助画像、および、
手術によって眼内レンズが挿入された患者眼の測定および撮影の少なくともいずれかに基
づく前記補助画像であってもよい。水晶体が除去された状態の補助画像を用いる場合、ユ
ーザは、挿入する眼内レンズの度数、乱視軸方向、および眼内レンズの挿入方向の少なく
ともいずれかをより適切に決定することができる。特に、手術前に水晶体が混濁していた
場合等には、ユーザは、水晶体が除去された状態の補助画像を用いることで、より適切に
眼内レンズを挿入することができる。また、眼内レンズが挿入された状態の補助画像を用
いる場合、ユーザは、眼内レンズの挿入手術が適切に行われたか否かを容易に確認するこ
とができる。
【００２３】
　患者眼の特性を測定する眼科用測定装置は、眼科用手術顕微鏡の観察光束の光路上に挿
脱可能に配置されてもよい。制御部は、眼科用測定装置によって手術中に行われる測定お
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よび撮影の少なくともいずれかに基づく補助画像（手術中補助画像）を取得し、顕微鏡画
像と手術中補助画像を切り替えて表示させてもよい。この場合、眼科用測定装置を手術顕
微鏡に予め組み込まなくても手術中の患者眼の特性が測定されるので、手術顕微鏡の構成
が簡素化される。さらに、手術顕微鏡の観察光束が遮られた際に、顕微鏡画像を手術中補
助画像に切り替えることができるので、無駄な画像が表示されることがなく、手術中補助
画像が適切にユーザによって確認される。
【００２４】
　制御部は、眼科用手術顕微鏡の観察光束の光路上に眼科用測定装置が配置されたことを
検知してもよい。制御部は、眼科用測定装置が観察光束の光路上に配置されたことを検知
した場合に、顕微鏡画像を手術中補助画像に切り替えてもよい。この場合、顕微鏡画像が
自動的且つ適切に手術中補助画像に切り替わる。従って、画像を切り替えるための操作を
ユーザに要求することなく、手術中補助画像が適切にユーザによって確認される。
【００２５】
　なお、眼科用測定装置が配置されたことを検知する方法は適宜選択できる。例えば、制
御部は、顕微鏡画像に対して画像処理を行い、眼科用測定装置、または眼科用測定装置に
設けられた特定のパターン等が顕微鏡画像に写り込むか否かを判断することで、眼科用測
定装置が配置されたことを検知してもよい。制御部は、眼科用測定装置が撮影した画像に
対して画像処理を行い、眼科用測定装置が撮影した画像に患者眼が写っているか否かを判
断することで、眼科用測定装置が配置されたことを検知してもよい。また、制御部は、各
種センサ（例えば、光センサ、磁気センサ、マイクロスイッチ等）による検知結果に基づ
いて、眼科用測定装置が配置されたことを検知してもよい。制御部は、眼科用測定装置を
保持する保持機構（例えばアーム等）の動作に基づいて、眼科用測定装置が配置されたこ
とを検知してもよい。また、制御部は、眼科用測定装置が配置されたことを検知せずに、
画像の切り換え指示がユーザによって入力されることを契機として画像を切り替えてもよ
い。
【００２６】
＜実施形態＞
　以下、本開示における典型的な実施形態の１つについて、図面を参照して説明する。本
実施形態で例示する眼科情報処理システム１００は、眼科用手術顕微鏡（以下、単に「手
術顕微鏡」という場合もある）１、手術中測定装置６０、手術前測定装置６２、および手
術装置６４を備える。
【００２７】
　本実施形態では、一例として、手術顕微鏡１が、眼科情報を処理してディスプレイ４０
に各種情報を表示させる眼科情報処理装置として機能する。しかし、他のデバイスが眼科
情報処理装置として機能してもよい。例えば、手術中測定装置６０が眼科情報処理装置と
して機能してもよい。手術顕微鏡１に接続されたパーソナルコンピュータ（図示せず）が
眼科情報処理装置として機能してもよい。
【００２８】
　手術顕微鏡１について説明する。図１に示すように、本実施形態の手術顕微鏡１は、ベ
ース部２、アーム部４、観察装置１０、および操作部４５を備える。
【００２９】
　ベース部２は、手術顕微鏡１の土台となる部分である。本実施形態では、後述する制御
部５０がベース部２内に内蔵されている。アーム部４は、少なくとも１つの関節部を有し
、観察装置１０を可動可能に支持する。
【００３０】
　観察装置１０は、照明光学系２０、ビームスプリッタ２５、および観察光学系３０を備
える。照明光学系１０は、観察対象である生体（本実施形態では患者眼Ｅ）を照明する照
明光を出射する。照明光学系１０は、観察光学系３０における右眼用の観察光束ＲＳの光
軸と同軸とされる照明光と、観察光学系３０における左眼用の観察光束ＬＳの光軸と同軸
とされる照明光を出射することが可能である。ただし、照明光は、観察光束ＲＳ，ＬＳの
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光軸とは異なる角度から観察対象に向けて照射される照明光であってもよい。なお、本実
施形態における観察光束ＲＳ，ＬＳとは、観察対象からの光束（例えば、観察対象によっ
て反射された照明光の光束）のうち、ユーザＵによって観察される光を生成するために観
察光学系３０によって導光される光束を言う。
【００３１】
　ビームスプリッタ２５は、照明光学系１０が出射する照明光の光軸と、観察光学系３０
における観察光束ＲＳ，ＬＳの光軸を同軸とする光軸結合素子の一例である。図１に例示
するビームスプリッタ２５は、照明光学系１０から出射された照明光の少なくとも一部を
反射させると共に、観察対象からの観察光束ＲＳ，ＬＳの少なくとも一部を透過させるこ
とで、照明光の光軸と観察光束ＲＳ，ＬＳの光軸を同軸とする。ビームスプリッタ２５に
よって反射された照明光は、観察光束ＲＳ，ＬＳの光路の一部と同じ光路を、観察光束Ｒ
Ｓ，ＬＳの進行方向とは逆の方向に進み、観察対象に照射される。
【００３２】
　観察光学系３０は、観察対象をユーザに観察（本実施形態では立体視）させるために、
観察対象からの観察光束を導光する。本実施形態の手術顕微鏡１は、ユーザＵの右眼で観
察される観察画像と、ユーザＵの左眼で観察される観察画像をディスプレイ（本実施形態
では立体画像表示装置）４０に表示させることで、観察対象をユーザＵに立体視させる。
従って、観察光学系３０は、観察対象からの右眼用の観察光束ＲＳを右眼用撮影素子３５
Ｒに導光すると共に、左眼用の観察光束ＬＳを左眼用撮影素子３５Ｌに導光する。制御部
５０は、２つの撮影素子３５Ｒ，３５Ｌによる撮影信号に基づいて、ディスプレイ４０の
画像表示を制御する。なお、観察対象を立体視させるためのディスプレイには、例えば、
３Ｄディスプレイ、ステレオビューア、またはヘッドマウントディスプレイ等の各種デバ
イスを採用できる。また、右眼用の観察光束ＲＳが導光される右眼用撮影素子３５Ｒと、
左眼用の観察光束ＬＳが導光される左眼用撮影素子３５Ｌが別々に設けられている必要は
無い。例えば、１つの撮影素子の撮影エリア内に、右眼用の観察光束ＲＳが導光されるエ
リアと、左眼用の観察光束ＬＳが導光されるエリアがそれぞれ設けられていてもよい。
【００３３】
　観察光学系３０は、対物レンズ３１、レンズ群３３、および、前述した撮影素子３５Ｒ
，３５Ｌを備える。対物レンズ３１およびレンズ群３３は、対物レンズ３１から出射され
た観察光束ＲＳ，ＬＳを、撮影素子３５Ｒ，３５Ｌに導光する。本実施形態では、レンズ
群３３におけるレンズの少なくとも一部が、観察光束ＲＳ，ＬＳの光軸方向に移動される
。その結果、ディスプレイ４０に表示される観察画像の倍率が変更される。また、本実施
形態の手術顕微鏡１は、撮影素子３５Ｒ，３５Ｌによって撮影された観察画像をディスプ
レイ４０に表示させる際の表示倍率を変更することもできる。つまり、手術顕微鏡１は、
レンズ群３３の移動によって、撮影される画像の倍率を光学的に変更することもできるし
、ディスプレイ４０に表示させる画像の倍率を電子的に変更することもできる。なお、観
察光学系３０における観察光束ＲＳ，ＬＳの光路上には絞り等も設けられているが、この
説明は省略する。また、例えば、硝子体手術を行う場合等には、患者眼Ｅの眼底をより広
い角度でユーザに観察させるための広角観察ユニットが付加的に用いられてもよい。
【００３４】
　また、観察光学系３０は、ユーザＵに接眼レンズを覗かせて観察対象を立体視させるた
めの構成をさらに備えていてもよい。この場合、観察光学系３０は、右眼用の観察光束Ｒ
ＳをユーザＵの右眼用の接眼レンズに導光すると共に、左眼用の観察光束ＬＳをユーザＵ
の左眼用の接眼レンズに導光すればよい。
【００３５】
　操作部４５は、ユーザＵが各種操作指示を手術顕微鏡１に入力するために、ユーザＵに
よって操作される。本実施形態では、操作部４５として、ユーザＵの足で操作されるフッ
トスイッチが少なくとも設けられている。従って、ユーザＵは、手術器具を手で扱いなが
ら、各種操作指示をフットスイッチ４５から入力することができる。ただし、フットスイ
ッチと共に、またはフットスイッチの代わりに、他のデバイス（例えば、各種ボタンおよ
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びタッチパネル等）が操作部４５として用いられてもよい。また、操作部４５は、手術中
測定装置６０および手術装置６４の少なくともいずれかの操作部として兼用されてもよい
。
【００３６】
　制御部５０は、手術顕微鏡１の各種制御を司る。制御部５０は、ＣＰＵ５１、ＲＡＭ５
２、ＲＯＭ５３、および不揮発性メモリ５４を備える。ＣＰＵ５１は各種制御を行うコン
トローラである。ＲＡＭ５２は各種情報を一時的に記憶する。ＲＯＭ５３には、ＣＰＵ５
１が実行するプログラム、および各種初期値等が記憶されている。不揮発性メモリ５４は
、電源の供給が遮断されても記憶内容を保持できる非一過性の記憶媒体である。後述する
各種処理を実行するための眼科情報処理プログラムは、不揮発性メモリ５４に記憶されて
いてもよい。
【００３７】
　制御部５０は、例えば、ディスプレイ４０の表示制御、操作部４５から入力される操作
信号の処理等を実行する。特に、本実施形態の制御部５０は、複数の画像をディスプレイ
４０の表示領域に表示させることが可能なミキサーとして機能する（一例として、図２等
を参照）。詳細には、制御部５０は、ピクチャーインピクチャー（ＰＩＰ）またはピクチ
ャーバイピクチャー（ＰＢＰ）等の方法で、複数の画像をディスプレイ４０に表示するこ
とができる。ＰＩＰとは、表示領域内に複数のウィンドウを形成し、形成した複数のウィ
ンドウの各々に異なる画像を表示させる方法である。ＰＢＰとは、表示領域を複数に分割
し、分割したそれぞれの領域を表示ウィンドウとして、複数の異なる画像を表示させる方
法である。
【００３８】
　手術中測定装置６０および手術前測定装置６２について説明する。手術中測定装置６０
および手術前測定装置６２は、患者眼Ｅの特性を測定する。例えば、患者眼の屈折力（例
えば、球面度数、乱視度数、乱視軸角度）を測定する眼屈折力測定装置、患者眼の角膜形
状を測定する角膜形状測定装置、患者眼の眼軸長を測定する眼軸長測定装置、波面センサ
、患者眼の断層画像（二次元および三次元断層画像の少なくともいずれか）を取得するＯ
ＣＴ装置、患者眼の眼底を撮影する眼底カメラ等の少なくともいずれかを、手術中測定装
置６０および手術前測定装置６２として使用できる。つまり、測定装置６０，６２は、患
者眼の光学的特性の測定（例えば、屈折力の測定等）、および、形状的特性の測定（例え
ば、前眼部の撮影、眼底の撮影、眼底の断層画像の撮影等）の少なくともいずれかを実行
することができる。
【００３９】
　眼科情報処理装置（本実施形態では手術顕微鏡１）は、手術中測定装置６０および手術
前測定装置６２から各種情報を取得することができる。手術顕微鏡１が測定装置６０，６
２から情報を取得する方法は、適宜選択できる。例えば、有線通信または無線通信によっ
て情報が送受信されてもよいし、着脱可能なメモリによって情報が転送されてもよい。一
例として、本実施形態では、手術中測定装置６０は、手術顕微鏡１との間で通信によって
情報を送受信する。また、手術前測定装置６２によって生成された情報は、着脱可能なメ
モリを介して手術顕微鏡１によって取得される。
【００４０】
　手術中測定装置６０は、患者眼Ｅの特性を手術中に測定するために用いられる。本実施
形態の手術中測定装置６０は、図１に示すように、手術顕微鏡１の観察光束ＲＳ，ＬＳの
光路上に挿脱可能に配置される。本実施形態の手術中測定装置６０は、ユーザによる持ち
運びが容易なハンディータイプの眼屈折力測定装置であり、アーム（図示せず）によって
移動可能に支持される。従って、手術顕微鏡１に手術中測定装置が組み込まれている場合
に比べて、手術顕微鏡１の構成が簡素化される。一例として、本実施形態の手術中測定装
置６０は、患者眼の前眼部の撮影と、患者眼の屈折力の測定を行うことができる。手術中
測定装置６０は、乱視軸角度の測定結果に基づいて、患者眼の乱視軸の方向を示す軸方向
グラフィック９３を、患者眼の前眼部の撮影画像上に表示させることができる（図２等参
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照）。なお、前述したように、眼屈折力測定装置とは異なる手術中測定装置６０が眼科情
報処理システム１００に使用されてもよい。この場合、眼屈折力測定装置とは異なる手術
中測定装置６０も、ユーザによる持ち運びが容易なハンディータイプの装置であってもよ
い。
【００４１】
　手術前測定装置６２は、患者眼Ｅの特性を手術前に測定するために用いられる。一例と
して、本実施形態の手術前測定装置６２は、手術中測定装置６０と同様に、患者眼の前眼
部の撮影と、患者眼の屈折力の測定を行うことができる。なお、手術中測定装置６０と手
術前測定装置６２は同じ装置であってもよい。
【００４２】
　手術装置６４は、ユーザが患者眼Ｅの手術を行うために使用される。一例として、本実
施形態の手術装置６４は、患者眼Ｅの白内障手術と硝子体手術を共に行うことができる。
手術装置６４は、有線通信または無線通信によって手術顕微鏡１に接続されている。
【００４３】
＜眼科情報の処理＞
　以下、眼科情報処理装置（本実施形態では手術顕微鏡１）の制御部５０が実行する眼科
情報の処理について説明する。制御部５０のＣＰＵ５１は、不揮発性メモリ５４に記憶さ
れた眼科情報処理プログラムに従って、以下説明する眼科情報処理を実行する。
【００４４】
＜顕微鏡画像と補助画像の表示＞
　図２に示すように、ＣＰＵ５１は、顕微鏡画像８０（図２では前眼部の顕微鏡画像８０
Ａ）と補助画像９０（図２では、静止画である手術前補助画像９０Ａ）を、ディスプレイ
４０の表示領域７０に同時に表示させることができる。ＣＰＵ５１は、手術顕微鏡１によ
ってリアルタイムに動画として撮影されている患者眼Ｅの顕微鏡画像８０を、撮影素子３
５Ｒ，３５Ｌから取得する。また、ＣＰＵ５１は、ユーザによる患者眼Ｅの手術を補助す
るための補助画像９０（静止画）を取得する。補助画像９０には、患者眼Ｅの画像が含ま
れている。図２に示す例では、顕微鏡画像８０Ａおよび補助画像９０Ａは、共に患者眼Ｅ
の前眼部の画像（一例として、本実施形態では、患者眼Ｅの視線方向の正面から撮影され
た正面画像）を含んでいる。
【００４５】
　詳細には、図２に示す補助画像９０Ａは、患者眼Ｅの乱視軸の方向を示す軸方向グラフ
ィック９３を含んでいる。本実施形態では、手術前測定装置６２は、患者眼Ｅの前眼部を
撮影しつつ屈折力を測定し、測定結果に基づいて軸方向グラフィック９３を生成する。手
術前測定装置６２は、前眼部の撮影画像に軸方向グラフィック９３を重畳させることで、
補助画像９０Ａを生成する。生成された補助画像９０Ａは、着脱可能なメモリ（図示せず
）、有線通信、および無線通信等のいずれかを介して手術顕微鏡１によって取得され、不
揮発性メモリ５４に記憶される。なお、本実施形態の補助画像９０Ａには、測定装置６２
による測定値を表示させる測定値表示部９４が設けられている。従って、ユーザは、測定
値を顕微鏡画像８０Ａと共に容易に確認することができる。
【００４６】
　なお、補助画像９０Ａの生成方法は適宜変更できる。例えば、手術顕微鏡１の制御部５
０が、手術前測定装置６２による測定結果に基づいて補助画像９０Ａを生成してもよい。
また、ユーザが、手術前測定装置６２による測定結果を参照して、軸方向グラフィック９
３の方向および位置の少なくともいずれかを自ら手術前に設定してもよい。補助画像９０
Ａに用いられる前眼部の画像は、手術前測定装置６２以外のデバイスによって撮影された
画像でもよい。また、軸方向グラフィック９３は、線状のグラフィックである必要は無い
。例えば、トーリック眼内レンズを模したグラフィックが軸方向グラフィックとして用い
られてもよいし、軸上に位置する少なくとも２つの点を示すグラフィックが軸方向グラフ
ィックとして用いられてもよい。なお、後述する手術中補助画像９０Ｂ（図３等参照）の
生成方法も、手術前補助画像９０Ａの生成方法と同様に適宜変更できる。
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【００４７】
　図２に示すように、ＣＰＵ５１は、ディスプレイ４０の表示領域７０に、顕微鏡画像ウ
ィンドウ８１Ａと補助画像ウィンドウ９１Ａを形成する。ＣＰＵ５１は、リアルタイムに
撮影される顕微鏡画像８０Ａを顕微鏡画像ウィンドウ８１Ａに表示させると共に、補助画
像９０Ａを補助画像ウィンドウ９１Ａに表示させる。従って、顕微鏡画像８０Ａに軸方向
グラフィック９３を重畳させる機能を採用する必要が無い。よって、眼科手術を補助する
ための情報が、適切にユーザに提示される。
【００４８】
　本実施形態のＣＰＵ５１は、ディスプレイ４０の表示領域７０において、顕微鏡画像ウ
ィンドウ８１Ａと補助画像ウィンドウ９１Ａの各々を、他方のウィンドウの枠外に配置す
る。つまり、ＣＰＵ５１は、顕微鏡画像ウィンドウ８１Ａと補助画像ウィンドウ９１Ａが
互いに重ならないように、それぞれのウィンドウを表示領域７０内に形成する。従って、
一方の画像が他方の画像によって遮られることが無い。ただし、顕微鏡画像ウィンドウ８
１Ａと補助画像ウィンドウ９１Ａは重なっていてもよい。この場合、ユーザは、近接して
表示された顕微鏡画像８０Ａと補助画像９０Ａを、容易に比較することができる。
【００４９】
　図２に示すように、ＣＰＵ５１は、手術中の患者の状態を示す測定値（本実施形態では
、血圧、心拍数、および体温）を、患者状態表示ウィンドウ７３に表示させる。また、Ｃ
ＰＵ５１は、手術装置６４における手術のパラメータ（本実施形態では、手術装置６４に
よる水晶体核の吸引圧、眼内から吸引される灌流液の流量、患者眼Ｅの眼圧、および、水
晶体核を破砕するための超音波（ＵＳ）のパワー）を、手術パラメータ表示ウィンドウ７
４に表示させる。従って、ユーザは、患者の状態および手術パラメータを顕微鏡画像８０
Ａと共に容易に確認することができる。
【００５０】
　なお、軸方向グラフィック９３以外の情報が補助画像９０Ａに含まれていてもよい。例
えば、水晶体の前嚢切開を行う位置を案内するための円形のグラフィックが、前眼部の画
像に付加されていてもよい。また、角膜の切開位置を案内するためのグラフィックが、前
眼部の画像に付加されていてもよい。患者眼に対して眼内レンズ（例えば、トーリック眼
内レンズ）を挿入する際の挿入方向を示すグラフィックが、前眼部の画像に含まれていて
もよい。また、軸方向グラフィック、または眼内レンズの挿入方向を示すグラフィックを
表示する際に、角膜を切開することで生じる誘発乱視の影響を踏まえて、グラフィックの
方向および位置の少なくともいずれかが設定されていてもよい。また、グラフィックを用
いずに、手術前測定装置６２による測定値のみが、患者眼Ｅの画像と共に表示されてもよ
い。
【００５１】
＜画像の方向および倍率の調整＞
　ＣＰＵ５１は、補助画像９０の方向および倍率を顕微鏡画像８０に応じて変化させる。
つまり、ＣＰＵ５１は、補助画像９０の方向および倍率を、顕微鏡画像８０の方向および
倍率に近づける。詳細には、本実施形態のＣＰＵ５１は、顕微鏡画像８０に対して画像処
理を行うことで、顕微鏡画像８０の方向（図２に示す例では、顕微鏡画像８０Ａにおける
前眼部の方向）を検出する。ＣＰＵ５１は、補助画像９０の方向が、検出した顕微鏡画像
８０の方向に近づくように、補助画像９０の方向を変化させる。なお、本実施形態では、
ＣＰＵ５１は、補助画像９０に写っている患者眼Ｅの画像の方向と共に、補助画像９０に
含まれるグラフィックの方向も、顕微鏡画像８０の方向に応じて変化させる。また、ＣＰ
Ｕ５１は、補助画像９０に写り込んでいる患者眼Ｅの大きさが、顕微鏡画像８０に写り込
んでいる患者眼Ｅの大きさに近づくように、補助画像９０の表示倍率を変化させる。その
結果、顕微鏡画像８０と補助画像９０がより適切に比較される。
【００５２】
　なお、補助画像９０および倍率の少なくともいずれかを顕微鏡画像８０に応じて変化さ
せる処理は、動画である顕微鏡画像８０の撮影中に随時行われる。その結果、撮影中に顕
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微鏡画像８０が変化しても、補助画像９０は、顕微鏡画像８０に応じて随時変化する。つ
まり、本実施形態では、顕微鏡画像８０に対する補助画像９０のトラッキングが実行され
る。
【００５３】
　顕微鏡画像８０と補助画像９０の方向を検出する方法、および、顕微鏡画像８０と補助
画像９０に写り込んでいる患者眼Ｅの大きさを検出する方法は、適宜選択できる。例えば
、ＣＰＵ５１は、画像処理によって画像の特徴部分（例えば、結膜の血管、眼底の血管、
虹彩、徹照像等）を検出し、検出した特徴部分に基づいて、画像の方向および大きさを検
出してもよい。
【００５４】
　また、ＣＰＵ５１は、画像に写り込んでいる患者眼Ｅの大きさをユーザに把握させるた
めのスケールを、顕微鏡画像８０および補助画像９０の少なくともいずれかと共に表示さ
せてもよい。この場合、ＣＰＵ５１は、画像の倍率を変化させる際に、スケールの大きさ
も変化させてもよい。
【００５５】
＜顕微鏡画像と手術中補助画像の切り替え＞
　前述したように、本実施形態の手術中測定装置６０は、手術顕微鏡１の観察光束ＲＳ，
ＬＳの光路上に挿脱可能に配置されることで、手術中に患者眼Ｅの測定および撮影の少な
くともいずれかを行うことができる。一例として、本実施形態の手術中測定装置６０は、
患者眼Ｅの前眼部の撮影および屈折力の測定を手術中に行い、測定結果に基づいて軸方向
グラフィック９３を生成することで、手術中補助画像９０Ｂ（図３参照）を生成すること
ができる。
【００５６】
　図２および図３に示すように、ＣＰＵ５１は、顕微鏡画像８０（図２では、前眼部の顕
微鏡画像８０Ａ）と、手術中補助画像９０Ｂ（図３参照）を切り替えて表示させることが
できる。従って、例えば手術顕微鏡１の観察光束ＲＳ，ＬＳが手術中測定装置６０によっ
て遮られた場合等に、顕微鏡画像８０が手術中補助画像９０Ｂに切り替えられることで、
無駄な画像が表示されることが無くなる。
【００５７】
　詳細には、ＣＰＵ５１は、手術顕微鏡１の観察光束ＲＳ，ＬＳの光路上に手術中測定装
置６０が配置されたことを検知する。ＣＰＵ５１は、観察光束ＲＳ，ＬＳの光路上に手術
中測定装置６０が配置されたことを検知した場合に、顕微鏡画像８０（図２参照）を手術
中補助画像９０Ｂ（図３参照）に切り替える。従って、画像を切り替えるための操作をユ
ーザに要求することなく、手術中補助画像９０Ｂが適切にユーザによって観察される。
【００５８】
　また、ＣＰＵ５１は、観察光束ＲＳ，ＬＳの光路上に配置されていた手術中測定装置６
０が、光路外に離脱されたことを検知する。図４に示すように、ＣＰＵ５１は、手術中測
定装置６０が光路外に離脱されたことを検知した場合に、リアルタイムで撮影されている
顕微鏡画像８０を再び表示させる。
【００５９】
　なお、観察光束ＲＳ，ＬＳの光路上に手術中測定装置６０が配置されているか否か（つ
まり、光路上への配置、および光路外への離脱）を検知する方法は、適宜選択できる。例
えば、ＣＰＵ５１は、顕微鏡画像８０に対して画像処理を行い、手術中測定装置６０、ま
たは手術中測定装置６０に設けられた特定のパターンが顕微鏡画像８０に写り込むか否か
を判断することで、手術中測定装置６０の配置を検知してもよい。また、ＣＰＵ５１は、
手術中測定装置６０が撮影した手術中補助画像９０Ｂに対して画像処理を行い、患者眼Ｅ
が手術中補助画像９０Ｂに写り込むか否かを判断することで、手術中測定装置６０の配置
を検知してもよい。例えば、予め決められたパターンの照明が患者眼Ｅに対して照射され
ていてもよい。この場合、ＣＰＵ５１は、予め決められた照明パターンが手術中補助画像
９０Ｂに含まれているか否かを判断することで、患者眼Ｅが手術中補助画像９０Ｂに写り
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込んでいるか否かを判断してもよい。また、ＣＰＵ５１は、各種センサ（例えば近接セン
サ等）による検知結果に基づいて、手術中測定装置６０の配置を検知してもよい。ＣＰＵ
５１は、手術中測定装置６０を保持する保持機構の動作に基づいて、手術中測定装置６０
の配置を検知してもよい。
【００６０】
＜手術中補助画像の表示方向の調整＞
　図３および図４に示すように、ＣＰＵ５１は、手術中補助画像９０Ｂを表示領域７０内
に表示させる際に、画像の上下左右方向を調整した状態で表示させる。例えば、手術中測
定装置６０を、測定または撮影を行う位置に配置する場合、患者眼Ｅに対する手術中測定
装置６０の向きが一定になると限らない。従って、手術中補助画像９０Ｂをそのまま表示
領域７０に表示させると、手術中補助画像９０の上下左右の方向が不適切な方向となる場
合がある。ＣＰＵ５１は、上下左右方向を調整した状態で手術中補助画像９０Ｂを表示さ
せることで、手術中補助画像９０Ｂを適切にユーザに確認させることができる。
【００６１】
　本実施形態のＣＰＵ５１は、手術中測定装置６０によって生成された手術中補助画像９
０Ｂの上下左右方向を認識し、顕微鏡画像８０の上下左右方向と手術中補助画像９０Ｂの
上下左右方向を一致させた状態で、手術中補助画像９０Ｂを表示させる。例えば、ＣＰＵ
５１は、手術中補助画像９０Ｂに対して画像処理を行うことで、上下左右方向を自動的に
認識してもよい。この場合、ＣＰＵ５１は、手術中補助画像９０Ｂに写り込んでいる患者
眼Ｅの左右眼の関係性、ケラト値、虹彩パターン等に基づいて、上下左右方向を認識して
もよい。
【００６２】
　なお、図４に示す例では、ＣＰＵ５１は、補助画像９０の方向および倍率を顕微鏡画像
８０に応じて変化させる処理を、手術前補助画像９０Ａおよび手術中補助画像９０Ｂの両
方に対して実行する。また、図４に示す例では、それぞれの画像に写り込んでいる患者眼
Ｅの大きさが同一となるように、補助画像９０の表示倍率が調整されている。しかし、Ｃ
ＰＵ５１は、それぞれの画像に写り込んでいる患者眼Ｅの大きさを変えてもよい。
【００６３】
＜手術前補助画像と手術中補助画像の表示＞
　図３および図４に示すように、ＣＰＵ５１は、手術前補助画像９０Ａを表示させる補助
画像ウィンドウ９１Ａとは別に、手術中補助画像９０Ｂを表示させる補助画像ウィンドウ
９１Ｂを表示領域７０内に生成し、手術前補助画像９０Ａと手術中補助画像９０Ｂを同時
に表示領域７０内に表示させることができる。従って、ユーザは、手術前補助画像９０Ａ
と手術中補助画像９０Ｂの両方を確認することで、手術の経過または結果をより適切に確
認することができる。
【００６４】
　また、図５に示す例では、手術中測定装置６０は、手術によって眼内レンズが挿入され
た患者眼Ｅに対し、前眼部の撮影および屈折力の測定を行うことで、新たに手術中補助画
像９０Ｃを生成する。手術中補助画像９０Ｃは、手術前補助画像９０Ａ等と同様に、屈折
力の測定結果に基づいて生成される軸方向グラフィック９３を含んでいる。また、前述し
た手術中補助画像９０Ｂは、手術によって水晶体が除去された状態、且つ眼内レンズが挿
入される前の患者眼Ｅに対して撮影および測定が行われることで生成される。図５に示す
ように、本実施形態のＣＰＵ５１は、眼内レンズ挿入後の手術中補助画像９０Ｃを、表示
領域７０内に生成した補助画像ウィンドウ９１に表示させることができる。従って、ユー
ザは、眼内レンズの挿入手術が適切に行われたか否かを容易に確認することができる。
【００６５】
　なお、本実施形態では、手術前補助画像９０Ａと手術中補助画像９０Ｂ，９０Ｃを表示
領域７０内に同時に表示させる。従って、ユーザは、手術前補助画像９０Ａと手術中補助
画像９０Ｂ，９０Ｃを比較することで、手術の経過を確認しながら適切に手術を行うこと
ができる。しかし、ＣＰＵ５１は、手術前補助画像９０Ａと手術中補助画像９０Ｂ，９０
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Ｃを切り替えて表示させてもよい。
【００６６】
　また、図４および図５に示す例では、ＣＰＵ５１は、補助画像９０の方向および倍率を
顕微鏡画像８０に応じて変化させる処理を、手術前補助画像９０Ａおよび手術中補助画像
９０Ｂの両方に対して実行する。また、図４および図５に示す例では、それぞれの画像に
写り込んでいる患者眼Ｅの大きさが同一となるように、補助画像９０の表示倍率が調整さ
れている。しかし、ＣＰＵ５１は、それぞれの画像に写り込んでいる患者眼Ｅの大きさを
変えてもよい。
【００６７】
＜眼底の各種画像の表示＞
　図６を参照して、患者眼Ｅの眼底に関する画像の表示方法の一例について説明する。Ｃ
ＰＵ５１は、眼底の表面の画像（つまり、患者眼Ｅの視線方向から撮影した正面画像）を
含む顕微鏡画像と、眼底の表面の画像、二次元断層画像、および三次元断層画像の少なく
ともいずれかを含む補助画像とを表示させることができる。図６に示す例では、ＣＰＵ５
１は、顕微鏡画像ウィンドウ８１Ｂ内に、手術顕微鏡１によって撮影された眼底の顕微鏡
画像８０Ｂを表示させている。また、ＣＰＵ５１は、手術前測定装置６２（例えば、眼底
カメラ、共焦点走査型レーザー検眼鏡等）によって手術前に撮影された眼底の表面の画像
を含む手術前補助画像９０Ｄを、補助画像ウィンドウ９１Ｄ内に表示させている。ＣＰＵ
５１は、手術前測定装置６２（例えば、光コヒーレンストモグラフィ（ＯＣＴ）装置）に
よって手術前に撮影された眼底の三次元断層画像を含む手術前補助画像９０Ｅを、補助画
像ウィンドウ９１Ｅ内に表示させている。ＣＰＵ５１は、手術前測定装置６２によって手
術前に測定された眼底の二次元断層画像を含む手術前補助画像９０Ｆを、補助画像ウィン
ドウ９１Ｆ内に表示させている。さらに、ＣＰＵ５１は、手術中測定装置６０（例えばＯ
ＣＴ装置）によって手術中に撮影された眼底の二次元断層画像を含む手術中補助画像９０
Ｇを、補助画像ウィンドウ９１Ｇ内に表示させている。
【００６８】
　図６に例示するように、眼底の顕微鏡画像と補助画像を表示領域７０に表示させること
で、ユーザは、眼底に関する各種補助画像を容易に参照しながら手術を行うことができる
。よって、ユーザは、より適切に手術を行うことができる。なお、ＣＰＵ５１は、画像の
方向および倍率の少なくともいずれかを調整する処理、および、顕微鏡画像と手術中補助
画像を切り替える処理等を、前眼部の顕微鏡画像と補助画像を表示させる場合（図２～図
５参照）と同様に実行してもよい。また、ＣＰＵ５１は、前眼部の顕微鏡画像と眼底の補
助画像を表示領域７０に同時に表示させてもよい。
【００６９】
　なお、図６に示す例では、手術前補助画像９０Ｆにおける二次元断層画像と、手術中補
助画像９０Ｇにおける二次元断層画像は、眼底上の同じ位置（走査位置）における断層画
像となっている。顕微鏡画像８０Ｂには、二次元断層画像の走査位置を示すライン８３が
表示されている。
【００７０】
　図６に示す例では、二次元断層画像は、眼底の手前側（網膜側）を上、眼底の奥側を下
にして表示されている。また、顕微鏡画像８０Ｂに写り込んでいる患者眼Ｅの眼底の左右
方向と、二次元断層画像の左右方向は一致している。しかし、患者眼Ｅに対する手術顕微
鏡１の設置方向と、断層画像を撮影する測定装置６０，６２の設置方向が一致しない場合
もある。例えば、患者眼Ｅに対する測定装置６０，６２の角度に対して、患者眼Ｅに対す
る手術顕微鏡１の角度が１８０度回転する場合もある。この場合、二次元断層画像を撮影
した時の角度に基づいて二次元断層画像をそのまま表示させると、顕微鏡画像８０Ｂの左
右方向と、二次元断層画像の左右方向が逆になってしまう。また、手術顕微鏡１の角度に
応じて二次元断層画像を１８０度回転させただけでは、二次元断層画像の左右方向は一致
するものの、上下方向が逆になってしまう。従って、本実施形態では、ＣＰＵ５１は、顕
微鏡画像８０Ｂの方向に応じて、二次元断層画像を含む補助画像９０Ｆ，９０Ｇを反転さ
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眼Ｅに対する手術顕微鏡１の角度が１８０度回転している場合に、ＣＰＵ５１は、二次元
断層画像の左右を反転させて表示させる。従って、ユーザは、顕微鏡画像８０Ｂと二次元
断層画像をより適切に確認することができる。
【００７１】
　上記実施形態で開示された技術は一例に過ぎない。従って、上記実施形態で例示された
技術を変更することも可能である。例えば、上記実施形態では、顕微鏡画像８０と補助画
像９０を異なるウィンドウに表示させる技術と、顕微鏡画像８０と補助画像９０の表示を
切り替える技術が、共に採用されている。しかし、これらの技術の全てを実施せずに、一
部の技術のみを実施することも可能である。例えば、顕微鏡画像８０と補助画像９０の表
示を切り替える眼科情報処理装置は、以下のように表現することも可能である。
【００７２】
　眼科用手術顕微鏡によって撮影された患者眼の顕微鏡画像を取得する顕微鏡画像取得手
段と、前記眼科用手術顕微鏡の観察光束の光路上に挿脱可能に配置される眼科用測定装置
によって行われる、前記患者眼の測定および撮影の少なくともいずれかに基づく画像であ
り、ユーザによる前記患者眼の手術を補助するための画像である補助画像を取得する補助
画像取得手段と、前記顕微鏡画像と、前記補助画像取得手段によって取得された手術中補
助画像とを切り替えて表示手段に表示させる表示制御手段と、を備えたことを特徴とする
眼科情報処理装置。
【符号の説明】
【００７３】
１　　眼科用手術顕微鏡
３５Ｒ，３５Ｌ　　観察光束
４０　　ディスプレイ
５０　　制御部
５１　　ＣＰＵ
６０　　手術中測定装置
６２　　手術前測定装置
８０　　顕微鏡画像
８１　　顕微鏡画像ウィンドウ
９０　　補助画像
９１　　補助画像ウィンドウ
９３　　軸方向グラフィック
１００　　眼科情報処理システム
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